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TEL 096-372-3800

熊本市中央区九品寺1丁目11-4
熊本県教育会館事務局

一
般
財
団
法
人

上半期事業報告
個人保険団体取扱い

4面

理
事
長
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
当
教
育
会

館
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
今

年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
が
５
類
に

な
り
ま
し
た
が
、
感
染
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
当
会
館
の
諸
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
県
教
委
学
校
人
事
課
及
び
公
立
学
校
共
済
組
合
の
ご

協
力
の
も
と
、
育
児
休
業
か
ら
の
復
帰
さ
れ
る
先
生
方
の
支
援
を

目
的
と
し
た
〜
育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援
〜
「
カ
ム
バ
ッ
ク
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
参
加
し
た
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
10
月
に
行
っ
た
「
教
育
会
館
寄
席
」
で
は
、
今
津
小

学
校
・
松
島
中
学
校
・
鹿
本
商
工
高
等
学
校
・
山
西
小
学
校
の
児

童
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

　

当
会
館
の
福
利
厚
生
事
業
「
会
館
共
済
」
は
39
年
目
を
迎
え
、

５
月
か
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
新
た
に
導
入
し
た
「
Ⅰ
型
入

院
＆
手
術
一
時
金
」に
は
多
く
の
先
生
方
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
度
は
「
会
館
共
済
」
が
40
周
年

を
迎
え
ま
す
。
よ
り
充
実
し
た
保
障
内
容
で
生
活
保
障
の
柱
に
な

れ
る
よ
う
新
た
な
制
度
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

教
育
会
館
は
熊
本
県
の
教
育
振
興
及
び
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
教
職
員
や
子
ど
も
た
ち
に

貢
献
す
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長　

村
枝 

哲
弥

令和６（2024）年１月25日

２面　
教育会館寄席
図書寄贈予定校
アートのひろば

３面　
教育会館・会館共済
40次キャンペーン
熊本城復興寄付
将棋連盟大会
かるた交流大会
ヨーガ教室 募集

●短期給付、長期給付の事業って何だろう？とずっと疑問に思って
いたので、分かってすっきりした。退職給付が減ることを防止す
る為に「３歳未満の子を養育する旨の申出書」を育休が終わった
ら提出したい。

●いつも事務の先生にお任せしており、ほとんど把握できていなかっ
たが、色んな事業について知ることがでた。扶養の件については、
今後見直しの必要が出るので、所属校の事務の先生に相談してみ
たい。

●３歳未満の子を養育している期間の特例などを知ることができて
大変参考になりました。ありがとうございました。

●私自身事務職員ですが、共済組合の担当ではなかった為、なかな
か詳しく知る事がなかったので勉強になりました。

セミナー２

●今まで（出産前）仕事ファーストだったが、これからは権利をつかっ
て子どもとの時間も大切に仕事をしていきたい。

●知らなかった休暇を、具体的に聞くことができてよかった。
●男性の育児関係休暇について、もっと早く知っておけば！と思い
ました。

セミナー１ 質問・情報交換・その他
●託児もあり参加しやすかったです。
ありがとうございました。
●これから育休等の取得を検討して
いる学校の若手男性職員のために
も、今日のセミナーは有意義でし
た。
●経験者の先生のお話とてもよかっ
たです。よくよく考えて、復帰し
ようと思います。
●会館共済が熊本県教育会館独自
だったことを初めて知り驚いたと
ともにありがたいなと思った。ど
この県にもあり、同じプランや保
障だと思っていたからだ。会館共
済に入っているが、話を聞いて「改
めて良い保険に入っていて良かっ
たな」と思った。今後も加入して
いきたい。

声参加者の

　８月８日（火）に、水前寺共済会館において～育児休業者現場復帰支援～「カムバックセミナー」を実施しました。
対象を「公立学校に勤務する教職員で育児休業を取得中または予定の方、及びそのパートナー」とし参加を募っ
たところ県下各地から29名（託児20名）の参加がありました。今年度は、男性の方も２名参加をされました。
県教委学校人事課及び公立学校共済組合から「育児等に関する諸制度の活用について」及び「共済組合関係につ
いて」について詳しくご講演いただきました。また今年も「育児休業体験者のお話」をしていただく場を、設け
ることができました。今後の現場復帰に向け、多くの情報に触れることができるセミナーとなりました。

12:30 お子様預かり　13:30 開会

共済組合関係について
講師　公立学校共済組合 柿原 課長補佐

育児等に関する諸制度の活用について
講師　県教委学校人事課 井上 参事

16:00閉会 お子様引き取り～16:30

セミナー１

セミナー２

育児休業体験者のお話質問・情報交換

カムバックセミナー次第

～育児休業者現場復帰支援～カムバックセミナーカムバックセミナーカムバックセミナーカムバックセミナー

質問コーナー

育児休業体験者の話

セミナー１ セミナー２
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図書寄贈 2024年度

アートのひろば 
２０２３
アートのひろば アートのひろば 
２０２３
（10月～12月）（10月～12月）

松村誠也油彩展（１１月）
【菊池水源】

『教育会館寄席』は、10月16日（月）

～18日（水）に３つの会場で実施し

ました。児童・生徒の皆さんが師

匠方の噺に引き込まれている様子、

太神楽の技にハラハラしている様

子、三味線の音に聴き入っている

様子から伝統芸能の素晴らしさを

再確認しました。今年度は、国指

定重要文化財である「八千代座」

で実施することができました。

出演者の皆さん

落　語 柳家さん喬 師匠
落　語 柳家喬乃助 師匠
太神楽 翁家　和助 師匠
三味線 田村　かよ 師匠

(10月16日～10月18日)

教育会館寄席募集　伝統文化や芸能の振興を図る事業と
して令和６年度も教育会館寄席を実施します。会館寄席
の実施を希望される学校は所定の様式で応募をお願いし
ます。

市町村立26校　県立４校（重点校）

地区 寄贈校

県北

荒尾第四中学校　六栄小学校　
菊水小学校　岱明中学校　大道小学校
室小学校　合志南小学校　
合志楓の森小学校　小国小学校

県央

力合小学校　西山中学校　清水小学校　

三和中学校　富合小学校　

飽田東小学校　田迎西小学校　

熊本市立千原台高等学校

県南

河江小学校　鏡小学校　麦島小学校　

八代市立第二中学校　錦中学校　

免田小学校　水俣第一小学校　

大矢野中学校　亀川小学校

県立学校

湧心館高等学校　鹿本商工高等学校　

小国高等学校

八代工業高等学校

10月16日(月)13：30～ 上天草市立松島中学校
生徒149人 教職員15人 （於 松島中学校体育館）

10月17日(火)14：00～ 熊本県立鹿本商工高等学校
生徒319人 教職員40人（於 八千代座【国指定重要文化財】）

石田澄男遺作展（１２月）
【天に捧ぐ】

10月16日(月)10：00～ 上天草市立今津小学校
児童・生徒120人 教職員7人 （於 松島中学校体育館）

10月18日(水)13：45～ 西原村立山西小学校
児童334人 教職員24人 （於 山西小学校体育館）

※募集要項は令和６年２月に
ホームページに掲載予定です。

熊本市退協文化展（10月）

令和６年５月～６月に県下各地の学校を
訪問・寄贈予定です。

＊具体的な日程については４月中旬以降に各学校に連絡いたします。
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日本将棋連盟
熊本県支部大会将棋

健軍小チームの面々
竹内晴哉   益田晴快　長瀬晄士郎

左 緑ヶ丘中　右 合志中

会館共済は熊本の復興を
応援しています

（令和５年9月1日加入者数×20円）

を熊本城復元整備基金へ寄付しました。

「熊本地震復興支援キャンペーン」として

教育会館理事長から大西熊本市長へ手渡され、感謝状をいただきました。
来年度のキャンペーンでも引き続き復興支援は実施予定ですので、皆
様の多くのご加入をお待ちしております

174,620円

中村
太陽生命部長代理

大西
熊本市長

村枝
理事長

栃原
専務理事

村上
熊本市議

ヨ ー ガ 教 室
教職員及び教育会館周辺の地域住民対象の「ヨーガ教室」を
2024年も実施します。

毎月第１木曜の 10時30分～12時00分
 第３木曜の 18時30分～20時00分

日本ヨーガ学会認定准教授　木原 美保 先生

※来年度の募集は、令和６年２月に要項をホームページに掲載予定です

講　師

実施日
（原則）

みなさんの優しい気持ちから生まれました
会館共済40次キャンペーン
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なみなさんさんの優優優しいし 気持ちかちから生まれました
会館共済40次キャンペーン 「会館共済」は熊本県の教職員だけが加入できる教職

員同士の助け合いの制度です。たくさんの先生方に支
えられながら、今年40周年を迎えます。

40次キャンペーン学校訪問予定
2024年５月13日（月）～６月７日（金）予定
学校訪問の際は、お気軽にご相談ください♪

2024年９月～

Ⅰ型生活保障に「本人5,000万円コース」が新設 !!
万が一の死亡・高度障害保障として、より充実した内容でご準備いただけるようになりました。

2023年９月～

「Ⅰ型入院＆手術一時金」で医療保障がさらに充実!!
入院時の一時金保障により、医療保障がさらに充実！また、これまでご
要望の多かった手術保障についても「会館共済」でご準備いただけるよ
うになりました。

手術総件数のうち、入院中の手術は約52%、
外来手術は約48%となるなど、外来手術に
対して備える必要性が高まっています。

Ⅰ

※診療報酬点数表に記載の「処置」などに該当する場合は、手術給付金の支払対象
となりません。

※外来手術給付金の支払対象となる公的医療保険制度の対象手術は、医療診療報酬
点数表に記載の手術に限ります。また、創傷処理、デブリードマン、抜歯手術等
一部お支払いできないものもあります。

出典：厚生労働省「令和3年社会医療診療行為別統計令和３年6月審査分」に基づき当社作成

第６回　熊本県教育会館杯
百人一首かるた交流大会（団体戦）

6/10（土）第22回全国小学生倉敷王将戦

6/18（日）第19回文部科学大臣杯 小・中学校将棋団体戦

高学年の部決勝
犬童喜丞（手前・帯山小）

対
松本晃太朗（武蔵小）

【中学校の部】
優　勝 熊本学園大学
 附属中学校 A
準優勝 鹿本中学校
３　位 山鹿中学校
 熊本学園大学
 附属中学校 B

【小学校の部】
優　勝 泗水かるた会
準優勝 鹿本小学校 B
３　位 八幡小学校
 鹿本小学校 A

８月20日（日）に第６回熊本
県教育会館杯百人一首かるた
交流大会を開催しました。結
果は以下の通りです。

制度の詳細については、パンフレットをご確認ください。

外来で行われることが多い手術の例
大腸ポリープ 内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術
中耳炎 鼓膜（排液・換気）チューブ挿入術
いぼ・皮膚良性腫瘍 皮膚、皮下腫瘍摘出術

さらにこんな手術もお支払いしています
ドライアイ 涙点プラグ挿入術
まき爪 陥入爪手術
魚の骨除去 咽頭異物摘出術
痔核（いぼ痔） 痔核手術

太陽-勧補-企保-23-122



令和６（2024）年１月25日

１ 
財
政
運
営

⑴
会
館
建
設
基
金（
出
資

金
）は
出
資
依
頼
を
中
止

し
て
い
ま
す
の
で
新
た
な

出
資
は
あ
り
ま
せ
ん
。返

済
は
、４
５
５
人
、４
，７

８
８
，０
０
０
円
で
し
た
。

そ
の
結
果
、現
在
の
残
額

は
４
９
，５
０
１
，０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
地
代
家
賃
は
、１
０
０

％
納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
会
議
室
利
用
は
、約
４

６
０
万
円
と
前
年
同
期
よ

り
約
80
万
円
減
で
す
。

⑷
保
険
共
済
事
業
の
集
金

手
数
料
収
入
は
約
１
，２

８
０
万
円
と
前
年
同
期
よ

り
約
60
万
円
増
で
す
。事

務
受
託
事
業
の
収
納
業
務

の
手
数
料
収
入
は
約
66
万

円
で
す
。

⑸
会
館
経
営
の
安
定
の

た
め
に
、各
種
引
当
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。な
お
、事

業
譲
渡
に
か
か
わ
る
未
収

金
が
１
，４
５
８
万
円
あ

り
ま
す
。

⑹
会
計
は「
区
分
経
理
」に

よ
り「
継
続
事
業（
公
益
目

的
事
業
）」の
適
正
な
執
行

が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
、

ユ
ー
ス
会
計
社
と
の
契
約

を
継
続
し
、適
正
な
処
理

と
円
滑
な
執
行
に
努
め
て

い
ま
す
。

２
管
理
業
務

⑴
夜
や
休
日
の
管
理
は
業

務
委
託
契
約
を
結
び
、会

館
を
常
時
使
用
で
き
る
よ

う
に
、ま
た
深
夜
時
間
帯

は
機
械
警
備
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・

備
品
の
保
守
は
、専
門
業

者
と
契
約
を
結
び
行
っ
て

い
ま
す
。

⑶
１
階
ト
イ
レ
下
ピ
ッ
ト

は
毎
月
点
検
、立
体
駐
車

場
は
日
成
ビ
ル
ド
工
業

（
株
）の
年
１
回
の
通
常
点

検（
無
料
）を
継
続
し
、保

全
対
応
し
て
い
ま
す
。

⑷
火
災
の
未
然
防
止
と
万

一
の
災
害
に
備
え
る
た
め

４
月
11
日
に
防
火
対
策
委

員
会
を
開
催
し
、防
火
管

理
組
織･

自
衛
消
防
組
織

を
編
成
、確
認
し
ま
し
た
。

６
月
27
日
に
地
域
と
合
同

の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。避
難
所
開
設
の
仕

方
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。消
防
設
備
の
点
検
を

９
月
22
日
に
実
施
し
ま
し

た
。

⑸
個
人
情
報
保
護
基
本
規

程
に
基
づ
き
適
正
な
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
努
め
て

い
ま
す
。

⑹
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
を

７
月
に
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

活
用
を
図
り
、会
館
事
業

の
広
報
、案
内
、発
信
等
に

努
め
ま
し
た
。

３ 

保
険
・
共
済
事
業

⑴
会
館
共
済
の
加
入
促
進

は
、
39
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
、
５
〜
６
月
に
実
施

し
ま
し
た
。
会
館
共
済
Ⅰ

型
『
生
活
保
障
』
の
新
規

加
入
は
２
８
５
人
で
、
加

入
総
数
は
８
，２
６
８
人
と

な
り
ま
し
た
。『
介
護
プ

ラ
ン
』
の
新
規
加
入
は
７

人
で
、
加
入
総
数
は
２
，

３
５
２
人
、『
医
療
プ
ラ
ン
』

の
新
規
加
入
は
13
人
で
、

総
数
３
，５
０
９
人
と
な
り

ま
し
た
。
本
人
・
配
偶
者

そ
し
て
親
の
介
護
の
た
め

の
『
充
実
介
護
プ
ラ
ン
』

の
新
規
加
入
は
１
４
６
人

で
加
入
総
数
は
１
，３
９
４

人
と
な
り
ま
し
た
。『
三

大
疾
病
プ
ラ
ン
』
の
新
規

加
入
は
95
人
で
加
入
総
数

は
３
８
４
人
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
熊
本
城
復
興
の

た
め
に
、１
７
４
，６
２
０

円
（
20
円×

会
館
共
済
総

加
入
者
数
）
を
寄
付
し
ま

し
た
。

　

過
去
５
年
間
の
遺
族
生

活
給
付（
死
亡
・
高
度
障

害
）、介
護
、入
院
給
付
金

の
状
況
、ま
た
会
館
独
自

の
特
別
給
付
金
の
給
付
状

況
の
対
前
年
比
較
は
下
記

の
通
り
で
す
。

⑵
会
館
共
済
Ⅱ
型『
年
金
』

の
新
規
加
入
は
６
人
で
、

加
入
総
数
は
４
１
７
人
に

な
り
ま
し
た
。

⑶『
傷
害
プ
ラ
ン
』の
新
規

加
入
は
３
名
で
、加
入
総

数
は
１
０
０
名
と
な
り
ま

し
た
。

⑷
会
館
共
済
特
別
給
付
金

の
申
請
に
対
し
て
は
、給

付
の
適
正
・
迅
速
化
を
図

る
た
め
に
、給
付
審
査
委

員
会
を
毎
月
２
回
開
催
し
、

半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑸
共
済
事
業
の
制
度
や
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

制
度
検
討
委
員
会
で
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

４ 

教
育
文
化
事
業

⑴
今
年
の
図
書
寄
贈
は
、

第
39
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

連
動
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

寄
贈
す
る
学
校
で
は
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
34
年
間
の
県

内
の
寄
贈
は
の
べ
８
５
５

校
、そ
の
額
は
４
，０
７
５

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
会
館『
ヨ
ー
ガ
教
室
』は

12
年
目
を
迎
え
好
評
で
す
。

４
月
に
開
講
式
を
行
い
毎

月
２
回
実
施
中
で
す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

で
、部
屋
の
広
さ
を
拡
大

し
、換
気
に
気
を
つ
け
実

施
し
て
い
ま
す
。『
カ
ム

バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』は
８

月
８
日
に
水
前
寺
共
済
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。県

教
育
委
員
会
学
校
人
事
課

及
び
公
立
学
校
共
済
組
合

か
ら
の
講
演
、育
児
休
業

経
験
者
の
お
話
、情
報
交

換
な
ど
、有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

⑶
熊
本
か
る
た
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部

連
合
会
へ
の
支
援
を
続
け

ま
し
た
。
10
月
16
日
か
ら

18
日
に
か
け
て『
教
育
会

館
寄
席
』を
実
施
し
ま
し

た
。３
会
場
、４
つ
の
学
校

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た

が
、と
て
も
好
評
で
し
た
。

⑷『
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』は
、

４
月
は「
高
林
泰
宏
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
展
」、５
月

は「
甲
斐
龍
子
絵
画
展
」、

８
月
に「
浜
田
知
明
パ
ネ

ル
展（
特
別
企
画
）」を
実

施
し
ま
し
た
。ア
ー
ト
の

ひ
ろ
ば
15
期
は
10
月
に

「
熊
本
市
退
協
文
化
展
」を

11
月
は「
松
村
誠
也
油
彩

展
」、
12
月
は「
石
田
澄
男

遺
作
展
」を
実
施
し
ま
し

た
。

⑸
教
育
相
談
事
業
と
し
て

『
熊
本
県
教
育
文
化
総
合

研
究
所
の
相
談
事
業
』へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
上
半
期
事
業
報
告（
概
要
）

　第100号　（4）

平成▶令和
共済年度

キャン
ペーン
年次

死亡・高度障害 給付 介護　給付 入院　給付

件数
（件） 給付額（円） 件数

（件）給付額（円）
件数
（件） 給付額（円）

30年度 34次 11 150,000,000 0 0 147 9,679,000
31･元年度 35次 16 201,000,000 0 0 152 8,648,000
2年度 36次 8 113,000,000 0 0 162 13,946,000
3年度 37次 8 103,000,000 1 5,000,000 261 12,132,000
4年度 38次 11 174,000,000 0 0 424 23,786,000

※過去最高額　23年度（27次）：死亡・高度障害206,000,000円、令和４年度（38次）入院23,786,000円

■ 死亡・高度障害、介護、入院給付金 平成30～令和４ 共済年度の推移

内　　　容 給付件数 前年同期
1 誕生祝金 52件 54件
2 休職見舞金 2件 3件

3 入院見舞金
5日以上 116件 389件
30日以上 11件 13件
60日以上 10件 12件

4 医療プラン・初期入院（1日～ 4日） 96件 255件
5 退職祝金 ―　件 ―　件
6 満期祝品 ―　件 ―　件

給付　総件数 287件 726件
給付　総額 4,659,000円 11,391,000円

■ 特別給付金の給付状況 令和5年4月1日～令和5年9月30日

個人保険の団体取扱いのお知らせ

○給与システム引きなので、口座残高不足による
　引き落とし不能を防ぐことができます。
○口座振替に比べ、保険料が割安になります。
希望される方は、教育会館までお問い合せ下さい

教育会館では小中学校の教職員の皆様を対象に

太陽生命・かんぽ生命・日本生命
の団体取扱いを行っております。
団体取扱いにすると
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